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月1西台中だより

第一位　努　
「いよいよ１ヶ月後に都立推薦があるので、
　練習を怠らないようにするため。それと、
　高校でも同じように努力を続けられるよう
　にするため。」9年生
第二位　勉　
「２年生の３学期は３年生の０学期という
　ほどだから自分が受験生だということを自覚して
　受験に向けて勉強しないと、と思ったから。」8年生
第三位　挑
「中学生初めての後輩や学年あがるので色々なことに’’挑戦’’していきたいと思いました。」7年生
第四位
　学「２０２５年よりも多くのことを学んで将来に活かしていきたいから。」7年生
　楽「絶対に志望校に受かって、高校ライフを満喫したいから。」9年生

今年の抱負を漢字一文字で
　12月の終業式では、昨年度に続き皆さんにFormsで以下のような質問をしました。
「来年の抱負を漢字一文字で表すと何になりますか。その理由も含めて答えてください。」
　得票数の多かった順は以下のとおりです。

12月25日(木)終業式 校長講話『一年の計 ～ 温故○○』

　清水寺で発表された今年の漢字は「熊」（全国各地で熊の被害が相次ぎ、市街地にまで出没するなど、生活や経
済活動にも深刻な影響を及ぼしたことなどから）。続いて「米」「高」と、令和7年の世相をよく表しています。
対して西台中生が選んだ「令和8年の抱負 漢字一文字」は今年も向上心と未来への希望にあふれています。
　９年生は進路決定に向けての意気込みが多く、8年生は最高学年、進路決定のスタートラインへの心構えが伺
えます。7年生は中心学年として後輩を迎える期待が多かったです。
　私は今年の漢字に「選」を選びました。　”Make your choice!”　自ら選択し、主体的に学び、成長できる
学校を目指します。昨年度の「共」共生社会の実現とともに、次年度の学校経営重点目標として掲げます。

第一位　織田信長　●天下統一を目指していて強い気持ちなところ。織田

信長のドラマや映画が多くて面白いから。【8年】●歴史上で最初に思い浮

かんでくる偉人だしその生き方も印象に残ったから。【7年】

第二位　坂本龍馬　●着物とブーツの組み合わせがかっこいい！でもビジ

ュアルだけでなく、出世や名誉よりもこの国が良くなることを優先したり

身分にとらわれず行動したところが男前！【8年】

第二位　レオナルド・ダ・ヴィンチ　●解剖学、工学、建築、植物学など

様々な分野において研究や発明をした人だから、すごいと思った。【8年】　

西台学びのエリア：志村第五小学校　高島第六小学校
　○問題意識をもち、創意工夫しながら自己解決に向けてすすんで取り組む子
　○人の気持ちを思いやり、きまりを守り仲良く協力し合う子
　○体を鍛えるとともに失敗をおそれずにチャレンジする子

　さて、終業式にはこの他に「歴史上の人物で誰が一番好き？」というアン
ケートもとりました。西台中生の得票数第一位は織田信長。生徒コメントを
ご覧ください。

↑　西台中生の「今年の漢字」（令和8年の抱負）

  ※勉、努、学、挑、力、 頑、楽、は昨年のトップ５

　　　　沼、以下は得票数一票の漢字が並んでいます

　私は司馬遼太郎さんの「竜馬がゆく」を読んで、幕末を生きた人々の生き
様に興味をもちました。先人たちが築いてくれた歴史の上に、自分もいるこ
と。そしてその祖国（縁）を大切にする気持ちや、広い視野をもつこと、そ
のために学ぶことの大切さなど、今の自分が大事に考えていることの礎にな
っています。地球の大先輩に思いをはせ、新しきを知りましょう。

↑　終業式のプレゼンテーションから



21日(土)　都立一般入試日

23日(月)　振替休日（天皇誕生日）

24～26日　学年末考査

27日(金) ７,８年生 ESAT-J

東京都公立中学校美術展覧会

14～19日　〈東京都美術館（上野）〉

西台中学校HP
「学校日記」

こちらもぜひ↑
ご覧ください

西台中学だより
感想はこちら↑
よろしければ↑
ひとことお願いします

生徒の活躍
第62回板橋区中学校新人卓球大会

　男子団体　優勝

　女子団体　優勝                    

ITABASHI高島平ボランティアワークショップ
秋の事業参加者

高島平まつり　(　　　　　)

高島平福祉園「虹の祭典」　(　　　　　)

高島平児童館ファミリーデー

(　　　　)(　　　　)(　　　　　)(　　　)(　　　)

はすのみ児童館「絵本の町を探検しよう」

(　　　　　)(　　　　)(　　　　　)(　　　　)

(　　　　)(　　　　)(　　　　)(　　　　　)

(　　　　)

●小4のときに校庭で鬼ごっこをしていたら木の根に引っかかって転んで左腕を折ったこと。⇒家族が私のことを本当
に大切にしてくれていることです。家での生活が不自由な私に少しでも過ごしやすくなるようたくさん考えてくれたの
を覚えているからです。【9年】
●去年の9月にスネの怪我の筋挫傷になってしまい、今も怪我は続いています。それで、野球がずっとできていないの
で、怪我をしていないときはとてもいいことであり、怪我をしてしまうと、校長先生が言っていたように、すべてでき
なくなってしまいました。⇒健康でいきているということは、とても素敵なことと気づきました。【7年】
●よく喉を壊すのですが、笑うときに喉が痛くなるので笑うのが億劫になり、とても苦痛です。【9年】
●右手首がドケルバン病になったとき手首の大切さがわかりました。
　⇒手首が使えないと鍵を回したり、重いものを持つことが難しいと気づきました。【9年】
●転んで舌を噛んで今でも左の方の舌が切れたままで治らなくなってしまった。⇒最初の方は熱いものや酸っぱいもの
を食べると染みて全然食べれなくなってしまってその時に普段食べているときに無意識だけれど使えないと不便になる
とわかった。【9年】
●右足の靭帯損傷したこと。⇒右足で歩くのが辛くなって、歩くことができたのも幸せだったと気付いた。【8年】

2月の行事予定

  2日(月)　都立推薦発表日

  ９日(月)　全校朝礼(オンライン)

10日(火)　校外学習(８年)鎌倉方面

11日(水)　建国記念の日 

13日(金)　公開日 新入生保護者会

16日(月)　生徒会朝礼(オンライン)

　　　　　 専門委員会

18日(水)　第5回iCS委員会

失って初めてその価値に気づくこと
　年末に転倒して鎖骨を脱臼してしまいました。正確に言うと
”右肩鎖関節脱臼”だそうです。利き腕である右肩が動かせない
ことは生活全般に大きく影響し、今更ながら五体が不自由なく
動くということの価値の大きさを痛感するのでした。共生社会
の実現には共感力が大切と、頭では理解していたつもりです
が、実際に不自由な生活をしてみてこそ見えることは多く、む
しろ良い機会と思って過ごすことにしています。例えば腕を吊
った状態で電車に乗っていると席を譲られることが何度かあ
り、そんなときは心が温まります。今まで気づけなかった人の
優しさに触れ、嬉しいことも多いのです。

プレゼンテーションから「健康は全てではないが健康を失うと全てを失う」

1月８日(木)始業式 校長講話『健康はすべて』

あなたの人生における印象深い「けが」について教えてください。
　さて、今回はこの機会に皆さんにこんな質問をしてみました。「痛みやつら
さを経験してきた人は、その分人に優しくできるもの」といいます。皆さんの
回答を紹介します。今回は特に人生経験豊富な9年生のコメントが印象に残りま
した。想像するだけで痛い…。　※⇒は「失って初めて気づいたこと」

外れた鎖骨を現在は針金で固定しています。怖いです。↑

ボランティア参加生徒の感想から
「ジュースの準備やクレープの準備等いろいろなことに関われてすごく楽しかったです。またやり
たいと思いました。」（8年）　「小さい子と触れ合うことができてとてもいい経験になりました。
親子で楽しそうにしている姿を見てとても嬉しかったです。」（8年）
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質問1～３　生徒授業アンケートによると授業の始めに示される「到達目標」からの見通しを持った学習の取組ができているのは

82％、授業後の振り返りを文章で記録することができているのは78％であり、板橋区授業スタンダードの定着をほとんどの授業で

実施できています。今後は授業内で自ら選択する場面を増やす”スタンダードS”を推進し、よりよい学習環境を提供できるようにし

ます。家庭学習や生活習慣の向上について、ご家庭での支援をお願いいたします。

令和７年度保護者アンケート集計結果

質問４　コロナ以降実施を見送っていた職場体験を今年度から再開しました。大規模校ゆえに事業所の確保が課題でしたが、地域

の皆様のご協力のもと、貴重な体験活動の機会を得ることができたことを感謝いたします。次年度以降の事業所について、保護者

のみなさまからもぜひ、ご紹介いただければ幸いです。ドリームマップ等、生徒の成果物は校内掲示物をぜひご覧ください。

 ご協力いただき,ありがとうございます

　有効回答数190件（回答率33％）。昨年度より10％アップとは言

え、全校生徒580名の本校への関心度と考えると寂しい数字です。今

年度は回答数を増やす工夫として、QRコードを読み取ってのForms

による回答や三者面談待機時間を活用して呼びかけ、更にすぐーる、

学校だよりからの周知等をしてまいりました。よりよい学校をつくっ

ていくために次年度はせめて半数を上回るようにしたいと思っていま

す。応援の声もいただけると学校が元気になります。
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　↑保護者アンケート回答の分布

質問6～9　道徳教育を通した思いやりのある行動をとる

ことができる、落ち着いた学校生活を送ることができてい

る、人間関係が良好である、ことについて昨年同様肯定的

回答が多かったことは何よりです。次年度は道徳教育を校

内研究のテーマとして豊かな心の育成に重点を置き、みん

なが安心して過ごすことのできる西台中を目指します。

質問5　ユネスコ認定校として環境教育で板橋区をリード

できる存在になれるよう、引き続き力を入れて取り組んで

いきます。９年生が面接練習の中で胸を張って環境問題等

について答えている姿が印象的でした。

質問10　肯定的回答は82.1%で昨年度より大幅にあがり

ました。特に「よくあてはまる」が7.7→21.6に増えたこ

とは嬉しく思います。引き続き西台中学校の良いところを

たくさん発信していきます。応援お願いいたします。

　各項目「わからない」という回答が昨年度よりも減って

いることも、よい成果だと思います。

質問11　昨年度より11.6%アップしました。報告・返信

の丁寧さ、三者面談の柔軟な対応など“連携の質”を今後も

維持していきます。


